



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































きるほどの寡兵に １６ならない。 彦島にいる海軍だけであるなら， いかに知盛が
名将であっても絶対数の差をそう容易には挽回できない。
幅六百メー トルの壇ノ浦に集結した双方の海軍は ｢平家物語」では平氏千
住ニ
アニ ･源氏三千隻とあり， 中原信康の記録では平氏五百隻・源氏八百五十隻とあ
ろ118)。
『平家物語」 によれば先陣は山鹿秀遠が五百隻， 二陣は松平氏軍の陣立ては
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門の二百隻であり知盛の指示により浦党が三百隻，＝陣が平氏
ことになっている。この点
三陣に分けた
は『吾妻鏡」 も同様で平氏軍は山鹿秀遠， 松浦党を
平氏千隻，源氏三千隻というのは差大将軍として二手に分けたとされている
源氏軍は海軍以外に陸上にも兵力を配置しており 兵数的に圧がありすぎるが，
倒的に優勢であったことには変わりなかった。
『平家物語｣｜によれば海戦開始は卯剋すなわち午前六時開始とある''9'。 万，
によれば正午開始で午後四時終了となっているlZUj‘ 平氏軍の先鋒山鹿『玉葉」
隊は弓の名手五百人を揃えて一斉射撃を行なったため源氏軍は機先を制され
し午前六時開始ならばこの戦法は突進する源氏軍を射すくめる名案であた。（）
ておいて潮流の逆転を待ったのだ。った゜源氏の出鼻をくじき，先鋒を切り崩
しつつ急速に包囲を展開したということで開始時間が正午だとすれば矢合戦を
第一流にのって攻め，かなことは平氏が潮あろう。いずれの形態であろうが確ズ
とであるｃ段階の最大の攻勢を正午前後としていたこ
える'2])。 潮流の変化と勝敗につ潮流に勢いによって平氏軍は包問態勢を整
赤間関より東方約六キロの地点に満珠と千珠という二ついては諸説ある'２２｣。
平氏軍は田ノ浦のそばをやや離れて流れる北水道に乗って源氏軍の島がある。
潮流はもう一つあり，田ノ浦のすぐ
田ノ浦前で回転しｉＩ１'とは逆の方向に
を満珠と干珠の二つの島へ圧迫していく （
前面の潮流である南水道は東に流れつつも
知盛はこの二つの潮流を利用し三方向か緩やかに流れ門司関へ向かっていく｡
二れが一見奇異に見えるのは数の上で平ら源氏軍を包囲しようと考えていた（
氏海軍が既に劣勢になっていたから少数をもって大軍を包囲する形であること
｢カンネ合戦｜に代表されるように機動力を利川である。しかしハンニバルの｜カン＞
すれば少数による包囲の例もあった。 潮流が騎馬に代わる機動力として利用ざ
トランド海戦で二人
lくうになった海戦で
ヨーロッパにおいては第一次英蘭戦争時のボーれていた。
の名提督几 トロンプによってようやく認識されるようになてルイテルとトロンプによって 諸
の戦闘体型と戦術とが，既に知盛により実行されよ
ろう。
うとしていたとみるべきだ
潮流が変わった段階で源氏車は単線しかも，この作戦は二段構えであったｃ
－１０７
寿永二年七月二十五日以降の平氏のシーバヮーと しての戦略展開（海上）
的に三種の神器と安徳天皇に向かって直進し， その先頭にはかならず義経がた
つことは過去の戦歴により明らかである。 潮流は三時ころに変わるが， その段
階で平氏は緩流地帯の渦巻地帯に退 き源氏軍を迎えうつ。)当初，安徳天皇の御
しかし，知盛は安徳天座船は本来は大陸にも渡るこ とができる唐船であった。
皇と三種の神器，
せておく。唐船’
そして二位ノ尼や建礼門院ら女院達を唐船でなく屋形船に乗
唐船には雑兵を乗せ， 能登守教経が指揮をとる。義経は直線的に唐
舟合を狙い乗り込んでくるだろう。 狙いは安徳天皇と三種の神器であるが,.待ち
かまえているのは猛将として名高い教経である。 そして義経が乗り込むや周囲
から平氏の軍船が集結して逃がさないようにはさみうちにしようというのだ。
そのためにわざと湾の後ろがないような地点に追いつめられるよう な形態をと
ろうとした。 知盛の計画によれば完全な勝利の布陣はむしろ潮流が変わり源氏
が攻勢に転じた時なのである。
この合戦全体を通じて義経は戦術的な指令も出さず完全に無策であった'231。
戦局の有利さと裏腹に決定打に平氏軍は潮流１ごのって包囲し攻めまくったが，
までは到らなかったのには理由があった。 後方に控えていた阿波民部大夫田内
もいう）'241が率いる阿波水車が戦闘に参加しないのだ。成良（田口重能と 包
囲体勢は横隊に近づくが， そのために後方部隊も前面にでざるをえなくなる。
それは包囲網の中の穴となった。 包囲体制が全体に薄い膜をはる形態になるの
に対し， 攻撃側は縦隊に近い形で一点に集中して突破作戦を行なうのだが壇ノ
浦は潮流により突撃が遮られている。 そのため源氏軍は後退しつながら包囲され
これを阿波海軍の穴が救っている'25)。るという不利な状況に陥っているのだが
午後三時，潮流が変わる。 潮流の逆転こそが知盛の罠が始動する瞬間であっ
成良が知盛の作戦を義経に知らせてしまう。たが， 義経その他源氏軍の兵士は
唐船には見向きもせずに貴種が乗っている真の核に向かって突進した。 この状
況から敗戦の覚悟を決めた知盛はじめとし， 平氏一門は次々に入水していく。
これほどの有利な状況にありながら義経は安徳天皇と三種神器の一つしかし，
を失ってしまったのである。
この平氏の滅亡によって後世にもたらされた影響としては，まずシーパワー
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の意味が深く認識されることがなくなったことがあげられる。 この後明治時代
園は希薄となり，に至るまで海国の思布 明治以降すらも知盛が展開したような海
:「武家政治の創始」と言われているが，
こで言う「武家政治」とは特殊東国的な
鎌倉政権は軍戦略は復活しなかった。
こ うこの正当性はせいぜい半分である。
西国的武家支配とは異質なものである。 しかし東国的支配のみを支配であり。
とも戦略的思考を不在にし 敗北した平氏の手法ていった。武家支配と考えるこ
を，敗北したがゆえに「貴族化」と置き換えるこ
大きく欠如させていったからである。そのため｢
た「戦術」を「戦略」と誤解させたのみならず，
ととなり戦略に対する認識を
「鵯越」や「尾島強襲」といつ
らず，そうした愚策を名作戦とみな
後lHfにいくつもの悲劇を誕生させたして模範例とする最悪の事態を生み出し，
のである。
おわりに
それに頼ることですべてを解決するよ都落ちから平氏の滅亡に至る流れは，
特一般には大きな誤解が横行している。うな正確な史料が一つもないために，
という結果論と，戦略と戦術の混同
'よ．マハンの海軍戦略理論の助けを
｢愚策も勝利すれば賢策とみなされる」に
'よ目を覆いたくなるものがある。 当該論文は，
可能な限り既存史料の中から法則を導き出そうと試みたものであ借りながら，
る。これに
での戦略「Ｉ
正しい意味歴史の常識とされているものの誤解が解除され，より，
戦略「概念」 の確立に近づければと願うものである。
ｊ
ｊ
１
１
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１
２
３
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リデル・ハート，森沢亀鶴訳『戦略論（上下)』原帛
BasuLiddenHart,St7qtBgZ/,Meridm,1991,ppl68-169、
物の巾で，直接的な戦闘により相手を打倒するよりも，
与えることが効果的とみなし「間接的アプローチ」 を提唱した｡なおリデル．
ハートは奇襲も間接的アプローチになりうるとしているが，単純な奇襲と間接
的アプローチになりうる奇襲とを区別もしているｃ
塚本哲三編「前掲書｣，448頁。
カール・フォン・クラウゼヴイツツ，篠田英雄訳『戦争論上』岩波書店1996
64）
65）
７
０
年
Ｃ 262ページ。CarlvonClausewitz,J/ｂｍｊｍｅｇｉｅ,PlunppReclamjunGmbH＆
Stllttgart,1980．なお『尉遼子』には勝利の分類の中で「曲げて勝つ」とい
『兵法尉練子」立命館出版部，昭和十八年，１１２う記述があるが（北村佳逸訳
頁)，これは「理由なく勝つ」 の意味であるからやはり「愚策が幸運な勝利を
ひろった」ことの表現ととれる。
後漢末の208年（建安十三年)，魏の曹操率いる大軍に対して，呉の提督．周
瑞と蜀の軍師．諸葛孔明が挑んだ戦い。公称百万人とも言う兵上を乗せた舟に
対し，偽りの降伏をした呉将の黄蓋が「火攻めの計」を実施して勝利した。他
にも停泊中の艦隊を襲う戦いはスパルタのリサンドル時代以来数多く見られて
66）
ﾄﾞ三世の指揮したスロイスの海戦も港内に向かって攻勢いる。英国王エドワー
ネルソン提督が指揮した海戦においても， ナイルの海をかけたものであった。
戦とコペンハーゲンの海戦はともに沿岸地帯に停泊した艦隊を奇襲したもので
ある。無敵艦隊アルマダもグラフエリンゲン沖に停泊中に奇襲をうけている。
敵の状態を考慮すべきことは『孫子」では「彼を知り己を知れば百戦して危う
からず」とあるが，『六霜』では［兵徴」（北村佳逸訳「兵法六轄三略』立命館
出版部，昭和十八年，153～157頁)，『三略』では「必ず先ず敵状を察し，其
の倉庫を視，其の糧食を図り，其の強弱を卜し」（北村佳逸訳「兵法六輯三略』
６７）
立命館出版部，昭和十八年，325頁)，『尉遼子」では「敵を椎り」（北村佳逸訳
｢兵法尉績子」立命館出版部，昭和十八年，８７頁）「五つの者は，先ず敵を科り
て後に動く」（北村佳逸訳「兵法尉績子」立命館出版部，昭和十八年，８７頁)，
『司馬法』では「およそ戦いは，衆寡以てその変を観」と表現方法は様々なが
らも．中国の兵法書のほとんどが重視している点である。『呉子」も「料敵」
で進撃や撤退の条件を敵情に応じて述べている。北村佳逸訳『兵法呉子」立命
館出版部，昭和十八年，５１～７６頁。
｢－ノ谷合戦」よりわずか二ヶ月半ほど後の『吾妻鑑」の四月二十八日には68）
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Ⅲる゜貴志正造訳『吾妻鑑第一巻｣，｢平氏西海に在るの由風聞す」と記されている。貴 鑑
161頁。
九条兼実「玉葉第三j，１３頁。なおその兵力は三千人とされている。
塚本哲三編「前掲書』，553頁。
アルフレッド・セイヤ・マハン『海軍戦略1160頁。
69）
70）
71）
72）
73）
｢玉葉」元暦元年８月１日に書かれている。九条兼実『玉葉第三」３２頁。
貴志正造訳『前掲書』新人物往来社，1989年，154頁。同162頁。『源平盛衰
記」には八月に平信兼が伊勢．瀧野に寵城し，これを義経が攻め落としたこと
になっている。塚本哲三編『前掲書』，544頁。しかし『吾妻鑑』では義経が伊
賀の戦いで平氏方として活躍した平信兼の息子達を招いて殺すという記述とな
っている。貴志正造訳「前掲書j，171頁。
74）貴志正造訳「前掲書1１（
は平田貞継ら四人で伊勢．
ったとされている。塚本ヤ
168頁。同 169頁。伊賀における平氏側の中心的な武士
伊賀のみならず近江まで巻き込む大規模な戦いに左
塚本哲三編 『前掲書』，５５３～540頁。
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アルフレッド・セイヤ・マハン「海軍戦略」
貴志正造訳『前掲書」149頁。
九条兼実「玉葉第三Ｌ２３頁。
アルフレッド・セイヤ・マハン『海軍戦略」
塚本哲三編「前掲書１５４０頁。
309頁。
158頁。
九条兼実「玉葉第三』，２４頁。
『同上書j，３２頁。
『源平盛衰記」でも九州が平氏の勢力圏となっていることが描かれている。
哲三編『前掲書｣，538頁。
貴志正造訳『前掲害』，173頁。
｢同上書｣，170頁。
塚本
83）
84）
85） 塚本哲三編「前掲書』，545頁。しかし干艘の舟というのはこの後起こる
合戦」の内容と矛盾するようである。
｢児島
知盛の撹乱によって兵糧の徴収もままならず，86） わざわざ伊豆から兵船三十二隻
貴志正造訳「前掲書｣，197頁。
訳『戦争論上」岩波書店1996
で兵糧を運んだことが「吾妻鑑』 に出ている。貴志正造訳「前掲書｣
ツ，篠田英雄 』87）カールーフオン゛クラウゼヴイツツ，
年， 327ページ。CanvonOlausewitz,ＶｂｍＫう録Zegie,ＰｈⅢppReclamjmLGmbH＆
COlStuttgart,1980.
88）
89）
90）
91）
貴志正造訳『前掲書』， 174頁。
，４０頁。九条兼実
アルフレ
『吾妻鑑』
｢玉葉第三』，４０頁
ノド・セイヤ・マハン『海軍戦略」161頁。
では十二月七日に五百騎で籠もったとされている。 貴志正造訳『前掲
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｢源平盛衰記」の記述ではこの段階では再び山陽道は平氏の勢力書｣，181頁
圏に入ったことになっている。また範頼は室泊に留まっていたと描かれている。
塚本哲三編『前掲書」546頁。
｢同上書』，181頁。
『同上書』，551頁。
92）
93）
94）
95）
アルフレッド・セイヤ・マハン『海軍戦略』，160頁。
｢船軍の事西国の賊徒は自在を得たり，平氏軍はこの後も二百隻で攻め寄せて，
東国の官兵は寸歩を失て，実平毎度に被敗けり」とあり，土肥実平が敗退して
いく様子が描かれている。塚本哲三編「前掲書』，566頁。
カール・フォン・クラウゼヴイツツ「前掲書』，３２４ページｃ９６）
９７）
９８）
９９）
１００）
101）
102）
アルフレッド・セイヤ・マハン『海軍戦略j，３１４頁。
貴志下浩訳「前掲書』，183頁。
『同上書』，187頁。
『同上書』，187頁。
『同上書』，190頁。
マハンによっても「海軍は陸軍よりも優秀なる運動力を有するが故に，遠地を
急襲するには陸路よりも海路に依るを容易なりと錐も，斯かる攻撃は敵の心臓
に刺すに非ずして,僅かに手足を傷くるに過ぎざるが故に，敵の本国若は艦隊
に対する勝利程其の効果決定的にならず」と述べられている。アルフレッド・
セイヤ・マハン「海軍戦略』，232頁。決定的打撃は陸上による決戦か，あるい
(ま政治的影響力による「戦わずして敵を屈する」かのいずれかになったはずで
あろう。
カール゛フォン゛クラウゼヴイツツ『前掲書｣，252ページ。103）
104）
105）
『同上書』，289ページ。
貴志正造訳「前掲書1187頁。－隻に十人が載るとすれば兵力は八百二十人程
度になっていたことになる。なお「源平盛衰記』では五百隻となっている。塚
本哲三編「前掲書』，554頁。
当時，知盛傘下にあった海軍の総数は不明であるが，『玉葉ｊの記述では五～106）
六百隻の舟が淡路にまで出向いているが，それは屋島の本営を守っている海軍
以外の遊撃軍の数にすぎない（九条兼実「玉葉第三j，７０頁)。そしてこの段
階よりも大幅に減少した壇ノ浦合戦段階でさえ五百隻の舟があったことを考え
ると数百隻近い数はあったものと推測される。なお「吾妻鑑』によれば彦島に
おいて後方遮断に従事していたのは九州の兵だったようである。貴志正造訳
｢前掲書』，191頁。
九条兼実『玉葉第三』，６５頁。107）
108） アルフレッド．セイヤ．マハン『海軍戦略j，234頁。
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『同上書』，234頁。109）
110） マハンは海上輸送の場合の補給の問題を指摘している。 『同上書』，２７５～２７６
頁。このことは地理的条件によっては陸上でも該当するものであろう。
｢平家物語』によれば，当初は源氏軍百五十騎に対して平氏軍干騎，志度浦合戦
段階では源氏軍は三百騎となっているが，田内敦能が直後に三千騎を率いて屋
島に向かっているため平氏軍は四千騎を越えるものとなるはずであった。「同
111）
上書Ｌ379頁。
源氏軍はわずか八十騎であった。112） 貴志正造訳『前掲害」193頁。これは「平家
古貞次校注『前掲書』，378頁。なお平氏軍は物語」でも同数となっている。市
干騎とある。
佐藤和夫氏は梶原海軍到着を恐れたのではと推測されている。佐藤和夫「前掲
書｣，２６０頁。
｢尾島合戦」に破れて四国勢が離反した後でさえも「玉葉』によれば，三月十六
日時点で安芸・厳島に百隻で到着したとされている。九条兼実『玉葉第三』，
70頁。－隻に十人が乗るとしても千人近い。義経が百五十騎（－隻十人ならば
五十人ほどであろう）としても平氏軍が圧倒的に大軍ということになる。
113）
114）
塚本哲＝編『前掲書」601頁。115)
116）
117）
118）
119）
120）
121）
杉之尾宜生（編著）『戦略論大系① 孫子』芙蓉書房出版，2001年，４７頁。
『同上害』，６５頁。
貴志正造訳『前掲書１２００頁｡
市古貞次校注「前掲書1383頁。
九条兼実『玉葉第三』，７２頁。
一般に潮流によって源氏車に対して突撃を加えたようなイメージで描かれるこ
とが多いが，当時の海戦は「矢
った゜「平家物語」の記述では，
｢矢合戦」であり，突撃することはむしろ不利であ
山鹿党が交互に射手を変えて源氏軍に攻撃を
加えたとそれているから，有利な包囲陣形を引くために潮流を利用したとすべ
きである。
大正八年（1919年）に黒坂勝美氏が発表した説によると関門海峡の潮流は，未
明に西に流れていた潮流が，午前八時三十分には束へと向きを変え，午前十一
時頃には八ノットにもなるが，午後三時頃に再び流れは西へ向かい，午後五時
122）
に最高潮に達するとしているのだが，異論も出されている。
123）わずかに船頭・舵］
な違反行為であり．
舵取りという非戦闘員を射殺を命じたたけである。 これは明白
海上での非戦闘員殺傷は平氏軍が同様の反撃を行なえば収
集がつかない泥沼にはまりこむことになったであろう。義経は彦島でも無関係
な民間人殺裁を行っている。
成良の子の教良が屋島合戦で平氏を裏切ったため親子が敵味方に別れている。１２４）
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知盛は成良の挙動より裏切りを察知していたため裏切りが本格化する未然に切
ることを考えた。ところが宗盛が反対した。成良は宗盛の家人であり，しかも
これまでに随分と平氏のために尽くしてきた。かくたる裏切りの証拠もないの
に切ることはできないということによる。
阿波水軍はいってみればナポレオンは戦闘では結節点を狙えと述べているが，125）
結節点になっていた。
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